CORONA 



このたびは、コ□ナ 6 ミ由フアンヒーターをお買 
いあげいただき、まことにありびとうございま 
した。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになったをちお使いになるちびい 
つでち見られる巧に「保証書」となに大切に保 
管しでください。 


□ 特にま意しでいたださたいこと、 
(まをのために必すぉ守0 ください） 
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コ□ナ石)由フアンヒーター（強制通気お開放式石油ストーブ) 

取扱説明書 



B 使巧方法 12-16 

•点义- 12 

• 消'义-13 

• 室温の調節-14 

• 秒速点乂 14 

•チャイルド□ツク - - 14 


•タイマー運転 15〜16 

• ウルトラサインの消巧-16 



A を険 


A 警告 

轉 

換気化ち 

1時間に1〜2回 

KEROSENE ONLY 


(寝るときお义1 

(スプレー定厳禁） 

ガソ U ン使用禁止 


A ま意 

使用燃料：な油 


変巧した持ち越しの油 
使巧厳禁 


点検•その他 























































































田特にま意していただまたいことほミのためにおずお守りください) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々へのち害や財産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意 D ホは巧のよラになつでいます。内容 
をよく理聞しでから本文をお読みください。 

A 一 —人こ輔示賴視に誤っ/■こ取 C 扳い 

/|\ fS " をすると、人び死亡、重傷を負う盾険 

/ \ \ ドザ または乂がの危険び差し迫っでちじる 

* - * ことび想定される内容をおしでいます。 

絵表示の例 

八 么記号はを意を促ず内容があることを告げるものです。 

/1\ 図の中に具体的なを意内客（左図の場含は一般的なミ主 
'* 、意）が描かれでいまず。 

S 記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

1 図のかや近傍に具体的な禁止巧客（左図の場含はガソ 

リン禁止）が描かれでいます。 

©記号は行為を指示する内客を告げるものでず。 
rtH 図の中に具体的な指示内客 （ 左図の場含は一般的な巧 
為の指示）が描かれでいます。 

八 この表示を無視しで、誤った取り扳い 

/|\ 巧巧 / T " をすると、人が死亡、麵を負う可能 
/ ! \ C 3 性または义がの巧能性び想定されるの 

■ 、 客を示しでいます。 

八 >> この表示を無視しで、誤った取り扳い 

/|\ ♦—[- をすると、人が傷害を負ラ可能性や物 

/ \ \クエ の損害の発生が想定される巧客を示し 
• • でいます。 

/ 



A を険 ( DANGER ) 


ガソリン厳禁 

ガソ I 」ンなど揮発性の高いミ由は、絶巧に使用しないでください。 
乂災の原因になります。 




スプレー 生や力亡 ッ トこんろ用ボン 
ベなどを温風のあたるところに放置 
しないでください。 

熱でスプレー击の圧力び上びり爆発し、 
ち険です。 


♦特に、ボンベびじツトされた力它ツトコン□など危 
険ですので、温風のあたるところには置かないでく 
ださい。 


温風吹出□•空気取入□をふさがない 


巧類、紙などで温風吹化□や空気 
取入□をふさびないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、異萬燃 
焼や义がの原因になります。 

ス I ブガードなどの囲いに干し 
物を掛けたり、衣類' 紙などで温 
風吹化□や空贡取乂□をふさいだ 
場合や、カーテンなどで背面の温 
風空扇取入□がふさびれると、本 
体び過熱しで、操た部などび変お 
したりやけどや故障-破損するな 
ど大変危険です。 



寝るときや外出するときは、必す消‘ 
义しでください。又、人目の届かな 
いところでは、使巧しないでください。 
不完を燃焼や異萬燃焼-义おのおそ 
れびあります。 



換気必要 
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換気せすに使巧しつブけないで 
<ださい。 

酸素が不足すると、不完を燃烧し、' 

一酸化炭素などび発ちしで中毒 
になるおそれびあります。又、乳幼巧や呼吸器疾患など 
のかたは、体調不良になるおそれびあります。 

使南中は必す1時間に！〜2回 （1 〜2分）換気しで、 
新鮮な空易を補給しで < ださい。 

換気び十分におこなえない場所(窓び凍結しでレる部屋、 
地下室など)では、使巧しないでください。 


可燃性ガス使用厳禁 

フアンヒーターを使用しでいる部屋 
で、巧燃性ガスび発をするちの（ベ 
ンジン、シンナー、ガソリン）、ス 
プレーなどを使届しないでください。 
义災や故障の原因じなります。 
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可燃なガス 



















































么ま意に AUTION) 


カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちののそば、 
ほこりのぎい場所などでは使用しな 
いでください。 

义災び発ちするおそれびあります。 



指や異物を入れない 

温圃吹化□やファンヒーターの内部 
には、を丘■巧-プラスチックなどの 
異物を入れないでください。 

発煙-発义のおそれびあります。 

温風空気取入□のかに、指•棒•針 
をなどを差しこまないでください。 
けびをするおそれびあります。 


Q 


A _ り 



油漏れ確認 

給ミ由□はお実にしめ、給ミ由□を下に 
しで、ミ由漏れびないことを確かめで 
<ださい。 

給ミ由□び確実にしまつでいないと簡 
単に開いで、乂災のおそれび'あります。 



〇 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラヴはコン忆ントに根元まで確実に差し 
こんでください。 

また、傷んだプラヴやゆるんだコン亡ントは使 
巧しないでください。义おの原因になります。 
めれたまでの巧き差しはしないでください。 
感電の原因じなります。 


異常時使用禁止 

におい、すすのおを、炎の色など異 
常を感じたとさは使苗しないでくだ 

異萬燃焼のおそれびあります。 f -' 

回 


• 緊急時は電源プラヴを抜いで消义しでください。 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を如えたり、 
物をのせたりしないでください。 

また、電源プラヴを巧くときは、コ 
ードを持って引さ抜かないでください。 
义災や感電の原因になります。 


〇 




給油時消义 

給ミ由は、必す消义しでからおこない、 
こぼれたなミ由は、よくふきとつでく 
ださい。 

义災のおそれびあります。 



0 



シリコーン配さ製品 


シリコーン配合製品を使用しない 

フアンヒーターをご使届のお部屋 
では、枝毛巧コート液-化お品- 
つや化 し剤などシリコーン配合の 
商品を使用しないでください。 

燃焼部にシリコーン酸化物か'付着 
し、点乂5スや适中消义などの原 
因となります。 

また、シリコーンが'原因の修理は 
保証期間のでち有料となります。 

シリコーン配さの商品には、 

• へアクア製品 

(ヘアートリートメント、ムース、枝毛用コート液） 
• 家具や床のつや化し剤 
などびあります。 


ほこりの除去 

エアーフィルタは、週1回]^上必す 
掃除してください。 

ごみ、ほこりなどでフィルタびつま 
ると、異常燃焼のおそれびあります。 


居室内給油禁止 

給';由は、必す义の気のないところでおこなつで 
ください。 

乂災のおそれびあります。 



Q 


可燃物との距離を離す 


燃えやすいちのや障害物 
とは、必ず図に示す距離 
をとつで設置しでください。 
特に力ーテンなどびファ 
ンヒーターにふれないよ 
ラ(こしでくださし、。 

火災の発ちするおそれが 
あります。 


11111 

1 0 Ocm 从 



15 cm が上 


1 00 cm じ I 上 


I 壁などに近づけすぎますと、本体内部が過熱しで安全 
装置が作動することがあります。 
















































傾き•振動ま意 


水平な場所で使巧しで < ださい。 
振動の激しいところでは、使巧しな 
し、でくださし、。 

異常燃焼や誤作動の原因になります。 


么注意 (CAUTION) 

^保管時にしていただくこと 



正常燃焼の確認 

正常に燃焼しでいることを確か 
めでください。 （12 ページ参照） 


>燃焼に必要な空気の濃度び薄くなる高地(標昌 500 m 
〜1500 m ) では、高地調奮び必要です。 

(1 1ページ参照） 



温風1し直接あたりない 


温風に直接長時間あたら 
ないでください。 

低温やけどや脱水症がに 
なるおそれた*'あります。 


お3様、おを雪り、病気のちなどびお使いになる場 
ちは、周囲の人び十分を意しでください。 

巧類などを乾燥した場合、素材によっては居あせす 
ることびあります。 



高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、温風吹出□巧 
あび高温となりますので、まなどふ 
れないでください。 

やけどのおそれびあります。 


>小さいお寺様のいるご家庭では、特に';ち意しでくだ 
さし、。 



な油の保管 

灯ミ由は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰 
化をさけた場所にな管しでください。 

ガソリンなどと一緒にな管しないでください。 
誤って使巧すると異萬燃焼や义災のおそれびあ 
ります。 


〇 


〇 


長期間使用しないとさ又はな管するときは、必 
す灯;由を巧いでください。 

傾けたり、横倒しの状態ではな管しないでくだ 
さい。 

乂災のおそれがあります。 

長期間使用しないときは電源プラグを巧く 


長期間使巧しないときは、電源プラヴを巧いで 
ください。 

乂おや予想しない事故の原因になります。 


電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラヴを巧き、ほこり及びを属 
物を除去しでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり、 
义災の原因になります。 


次の場所では使用しない 

乂ぶや予想しない事故の原因じなります。 


€ 

〇 
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♦か平でない揚巧、不を定な場巧 
♦風のあたる揚巧、部屋の出入□及び屋列' 

♦マントルピースなどファンヒーターび囲われる場所 
♦ほこりや湿気の多い場所 
♦不安定な物をのせた棚などの下 
♦巧燃性ガスの発生する場所又はたまる場所 
♦直射曰光の当たる場所、温度の高い場所 
♦動-植物の胃成-裁ちなど人のいない場所 
♦標高び1 500 m を超えるよラな高地 
♦理.美容室、ク1」ーニンヴ店などスプレーや化き薬品 
を使ラ場所 


曰常のお手入れ時の注意 

曰常の点検-手入れは必すおこなつ 
でください。 

点検-ま入れは消义後フアンヒータ 
一び十分;ちえでから、必す電源ブラ 
ヴをコン忆ントから巧いでおこなつ 
でください。やけどや感電のおそれ 
びあります。 （17 〜18ページ参照） 


〇 



分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 

不完をな修理や改造は危険です。 

お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


⑩ 





































A 注意 ( CAUTION ) 

、 

運搬するとき A 

ファンヒ-夕-を運搬する場合は、給油タンク 
を巧き、巧受け皿内の灯;由を巧いでください。 

運搬の遠中でなミ由びこぼれで固囲を';ちすおそれ 
びあります。 

変質1 打油禁止 

0 

変質な巧（持ち越したの;由）、不純の;由（か■ご 
みなどび混入したなミ由など）を使用しないでく 
ださい。 

異萬燃焼や故障のおそれびあります。 

廃棄するとき 


〇 

_ J 

ファンヒーターを廃棄処分するときは、必す給;由タンク-固定タンク内のな;'由を給';由ポンプなどで抜き取 
っでください。 （18 ページ参照） 

なミ由び入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わめ事故になるおそれびあります。 

V_ 


お願い (NOTICE) 

灯油の廃棄 

なミ由の廃棄処分は、な;由をお買いずめになった販売店にごホ目談ください。 


且使用する場所 

効果的に使用するために 


窓の下や壁面に設置 

参列気に接する窓の下や壁面に置くと、ち気びファンヒーターで暖められ、 
温風としでが流しますので効果的です。 





温風の循環を巧ばないで 

参温風吹出□の前面に障害物を置かないでください。 

•障害物びあると、部屋の温度にむらびできるばかりでなく、本体の温度び上昇 
しで危険です。 


参温風吹お□側の空間を広くとれる場所を遺んでください。 





ノ 


■熱に弱いカーペットや床の上で長時間使吊すると、変色したり、そり返ることびあります。 

熱に強いマットなどを敷いでください。 

•移動するときは引きずらないでください。床面、置、力ーペットに傷をつけたり、本体商面の塗装びはび 
れでさびの原因になるおそれびあります。 




































回る部の名赖 

外観図-構造図 


ilAiif 


ミ由量計(側面）- 

互 

タンク室フター 

操た部-表示部 

「6'7'8 


過熱防止装置 

画 

燃焼歴認窓一 

T 2 


温風吹出 □ 

T 7 


前パネル 


屋台 



詳しい説明のあるページです。 


給';由タンク 

画 


給ミ由 □ 

To 


とつで 


ウルトラサイン 

~8~ 


オイルフイルタ 

画 


電磁ポンプ 


固定タンク 

~18 




ルー 厶サ ーモじ ンサー 



温風空気取入 □ 

17.19 


燃焼空気巧入 □ 


(エアーフイルタ) 

回 















































































操作部-表示部 


ま）イラストは説明のためを部点な-表示した状態にしであります。 




キーを 巧すと表示 
びのりかねります 



表示切換 


tirlthtlH 




換気給油 


ULTRATmini 


秒を点义 


巧 


温度表术 


現在時刻表示 


時計含せ表示 


タイ7-含せ 
(時刻）表示 


デジタル表示部 


設定温度 室の温度 


が；8 


設定温度室内温度 


設定温度室内温度 


•弓：3日 


時計合は 


設定温度 室内温度 


午前 C 


W 日 


タイ7-させ 


参運転中（タイマー運転中） 

左側：設定温度表示 （12 で〜30で） 
ち側：室内温度表示 （ 0で〜3日で） 


♦停止中（タイマ ー t ツトか） 
"時計させ"消な 
左図は午を10時35おの例 


"時計させ"点な 

左図は午前8時30巧に它ツトの例 
己砂しツ上放置すると〇]に戻ります 


"タイマーさせ"点な 
左図は午前別き30分に亡ツトの例 
5秒しツ上放置すると〇]に戻ります 


表示の換 



再通電表示 


設定;置度室内温度 



電源プラグをコン t ントに差しこんだとき(現在時刻が 
未たット)や停電穫の再通電のときの表示 


白動消乂予告表示 


設定温度 室の温度 


IS 


〇广 （与 点滴 j 

消し忘れ消义装置による自動消义15分前〜 

タイマー運転による1時間自動消'义15お前〜 

"；5 "の窗抓よ、1巧経過するごとに"が‘リ"'•.と減賣し 
でいきます。 


自動消义表示 


設定温度室内温度 



" 〇 W ' 点灯 

消'し忘れ消义装置じよる自動消义 
タイ7—運転による1時間白動消'义 


エラー 表示 


設定温度室内温度 


CJ 


1^9表示：巧震自動消义装置の作動 

※再度、点义操イ乍をしでください。 

その他の f 表示についでは、19ページを参照しでください。 





















































































































操作部 • 表示部のなまえとはた5き 


を术切換 キー 凹卜，* 


詳しい説日月のあるページです。 


1回押すごと(こデジタル表示び切りかわります。 
(操イ乍音：ピッ） 


^運転時：温度 
I 信止時：時刻 I * 

タイマー含せ户— r 時計合せ 


換気表示 

1時間運転するごとに1か間点滅しで、換気時 
期をお知らせします。 

換気表示にたよらす1時間に 
1〜2回必す換気しでください。 



タイ7—運括キー115 • 16 I ■■ 

タイマー運転の它ツトをするときに押 
します。 

また、タイマー運転中、タイマー運転 
を解除するときに押します。 

(操作音：ピツ） 

タイ7 一 じ ツ トげ態とタイ7—運転時 
にランプび点なします。 



卿邸齡 0008000 

給油表示に ■ ホ面] 

ミ由のれにより、自動消乂する20〜40分位前と 
自動消义したときに点滅します。 

ミ由切れじよる自動消义時は運転ランプび早い 
点滅となります。 





チャイルド□ックキー 
チャイルドロック表示 

回 

チャイルド□ックのじット-聞除 
をするときに3回巧します。 

(操た音：ピッ） 

チャイルド□ックび它ット状態の 
ときに—®び表示されます。 


砂透点义キー Q 3 

物速点义の它ツト-解除をするときに押します。 
f 操た音 iz ツト：ピツ A 
V 自军除：ピピツ y 

物速点义它ツト時ランプび点なします。 


/ 




N 

〇ルトラサイン 

緑 

112 ' 13 ' 16 1 






運転状態 

点灯状態 

ブザー音 



通常運転時 

点 灯 




タイ 7 — 運転時 

点 灯 




g 動消义 15 か前 

遅い点滅 

(ピー‘ピー'ピー） 



白動消义 10 分前 

厦い点滅 

(ピー’ピー’ピー） 



g 動消乂 3 か前 

早い点滅 

(ピー‘ピー'ピー） 



白動消义 

ミ肖 灯 

(ピー’ピー’ピー） 






ウルトラサイン 

ホ 

皿 


運転状態 

点口状態 

ブザー音 



ミ由のれで自動;肖乂 
する 20 〜 40 か位前 

遅い点滅 

(ピピピッ ••-) 



ミ由のれで自動;肖乂 

早い点滅 

(ピピピッ ’••） 


\ 
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運送時の傷を防止ずるために操作部-表示部の表面に保護シートを貼っていますので、取り除い 
てください。 

(コーナー部分にセ□八ンテープを貼り付け、しりしよにはがすとより簡単に取り除けます。）_ 
キー操作は、1回(ピッ）と2回(ピピッ)の操た音で操作内容をお知らせします。 


高地の営スイッチ _ 

高地の普表示 ^ 

標高び 500mU (上の場巧で使用する場含に t ットします。 

高地コースにじツトされでぃるときに>«<6心び表示されます。 




の (L 和朋 i 麻 加 〇 8 'l 


運括キー（運拓ランプ） 

に^緑 回 


点义-消'乂するときに押します。 

入/切 


/操イ乍音点义時：ピツ 、 

ランプ点 滅：予熱中 


V 消义時：ピピツ y 

({ ;軍転)) 点 口：燃焼中 



卓い点滅：なんらかの原因で自動消义 

J 


時刻させキー 

固 

温度キー 

而 

現を時刻とタイ7—時刻を合わせるときに押します。 

設定温度を変えるとぎに巧します。 


時 （一) :時合わせ（操作音：ピピッ） 


一（ほ）：温度を下げる（操た音： 

ピピツ） 

分 （+ ) :お合わせ媽作音：ピッ） 

\ 


+ ( 高）：温度を上げる（操た音： 

ピッ） 


延長時間它レクトキー 回 

運転を延長するとき、運転残り時間を它レクトするときに巧します。 
(操作音：ピッ） 

1回巧し： 3時間 
2 回巧し： 2 時間 
3回巧し：1時間 




















因使用前の準備 


使用前の準備 


包装箱からフアンヒーターを出す 

•包装箱からフアンヒーターを取り化し、緩衝なを取り除いでください。 


•包装箱、緩衝巧はファンヒーターの f 呆管に必要です。また、取あ説明書ち忘れす 
に保管しでください。 


•巧のことは、工場での燃焼テストによるもので、異常ではありません。 

• 固定タンクにか量のな;由び残っている。 

•オイルフィルタがめれでいる。 

•温風吹化□から見える燃焼筒（炎を囲んでいる筒）び変色しでいる。 


緩衝材(正.^^2—上緩衝が(ち） 

—タンク押乏 



使用燃料 _ 

燃料は必ずな巧 ( J 旧1号な油)を使用しでください。 

参 IA 危険 I ガソリンなどの揮発性の高い’油は絶対に使田しないでください。义災の原因になります。 
参 IA を意 I 変質な';由、不滿灯;'由は絶巧に使田しないでください。 

•添如剤や助燃剤などは使届しないでください。 

•なミ由は必す火気' 雨水-ごみ' 高温および直射曰光をさけた場所にな管しでください。 


な油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(义の気のない巧でおこなつでくださし、。） 



灯ミ由はめれたまま 方ソリンはすぐ乾く 


な油の保管のしかた 


♦巧;'由は必す乂気、雨水、 
ごみ、高温および直射曰 
巧をさけた場所に保管し 
でください。 

♦直射曰光び口巧を変質さ 
せるため、着色したのミ由 
巧のポリタンクをお使い 
<ださい。 


良い保管 




変質な油•不純灯油とは • 


昨シーズンよ 
り持ち越しの 
巧’;由 



容器のふたが 
開けてあったり、 
乳白色のポリ 
客器で保管し 
たな';由 


0 


か-ごみやな 
ミあ似がの油が 
ほんのねすか 
でち混入した 


なミ由 


長期間曰光に 
あたる巧や温 
度の昌い所に 
保管した巧油 

0 

® ろで\ 

•極度に変質したちのは、黄色味びかったり、すっぱい臭いびし 
ます。 

•な;'由はシーズン中に使いきりましよラ。 




変質灯油の見分けかた 


コップに水を入れ、その上に灯';由を入れで、背 
をに白い紙をあでます。 



• ただし無色透巧でちすつぱい臭いびすれば変質な 
ミ由です。 


■変質なミ由や不純なミ由を使巧すると、 

機器のが障の原因になります。 

•気化筒に夕ールびたまり、白煙び化で点义しにくく f 
なったり、強い臭いびしで、消乂しにくくなります。 

• 異常燃焼や透中消义など故障の原因になります。 


■変質巧';由や不純巧';由を使用したとさは… 

•給';由-固定タンク内のな';由を巧き、きれいな灯';由で2〜3回洗 
っでから使用しでください。循し、ミ由び残っでしぶと再発します。） 
• おい；由を巧きとっても効果のないときは、お買い巧めの販売店 
又は、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 


• 変質なミ由、不純のミ由か 1京因で修理を依頼されたとぎは、保証期間中でち保 i 正の巧ま列となります。 
•変質なミ由の処理でお困りの場合は、巧ミ由をお買いホめの販売店にご相談ください。 


























































































なります。 

参給ミ由□のな部などに、ごみなど 
びはさまつでいる場合は取り除 
いでください。 


給ミ由□(断面） 



3.給巧□をしめる 

♦ I 么ま意 I 給';由□は、確実に[パチン」と音びするまで図の位置を強く巧し 
て確実に□ックし、先端を指で持ち上げて開ろ、ないことをお力、めてください。 

•給';由□を下にしで、巧漏れびないことを確かめでください。 

•給';由タンクミ由量計側を左にしで、静かに t ットしでください。 

•正しく t ットしないとミ由漏れや故障の原因になります。 

♦ I 么ミ主意 j 給';由□び確実にしまつでいないと巧ミ由びこぼれで、乂災の原因に 


①お実にロック今⑤ロックの巧詔 


「パチン j と音びす 
るまで強<巧して 
ください。 

強く巧す 


持ち上げる 




給油□をしめたあと、 
先端を指で持ち上げ、 
開かないことを確 
かめでください。 


I こぼれたなミ由はよくふさ取つでくだ 
さい。 

>給ミをタンクが正しく亡ットされでい 
ないと、不着乂や遗中消乂の原因 
になります。 



給ミ宙〇 


>灯油が油量計のところまで入っでくると、黒色 
に変わって苦ます。 

>給油□にでをり日えで変あさせま 
すと、'油漏れの原因になります 
ので、変あさせないでください。 

* 給ミ由ポンプのホースび扳けない 
よラま意しでください。 




給油 


^注意 I 給ミ由は必ず消义しでから火の気のないところでおこなつでください。 


給油の手順とを意 


1•給巧タンクを取り出し、給油□を開< 


⑤あける 


オーブンつまみ 


①強く弓 I く 



給ミ由□を開い 


>オープンつまみを強く引いで、 

で < ださい。 

>燃焼中は絶がじ給;由タンクを取り出さないでくだ 
さい。 

>給ミ由タンクは、ぶつけたり落としたりしないよう、 
でいねいに取り扱つでください。 


2.給油する 



♦市販の給';由ポンプなどを使巧しで、巧量計を 
見なびら給ミ由しでください。 

♦ミ由量計の半巧くらいまで色び変わったら、給 
ミ由をやめでください。 


運転ランプ 
おミ由タンク 
タンク室フタ 


おミ由表示 



%® nn 御研 
晏 @ Q I 


• ^を意1お';由は必す消'义しでからおこない、フアンヒーターの巧くでは絕巧にお;'由しないでください。 

•ちえたところでを合ミちし、給ミ由量びかない（半分]^下）場合は、給ミ由□を開いたまま、しばらく室温になじませでから亡ット 
しでくださし、。 


給ミ由タンク 


巧 

固定タンク 





((【•)》 


給ミあ表示 

〈点滅〉 


ウルトラ 
サイン(ホ) 

く遅い点ミ励） 

ブザー 
〈ピピピツ> 


適量位置- 




>固定タンク内のな巧びみなくなると 

•給';由表示 . 点滅 

•ウルトラサイン（ホ）……遅い点滅 
•ブザー音ピピピツ 

でお知らせしますので早めに給ミ由しで 
ください。 


け合ミ由しないで使巧し続けると、ミ由のれとなり、自動消义します。 

•運乾ランプ . 早い点滅 

•おミ由表示 . 点滅 

•ウルトラサイン（祝……早い点滅 
•ブザー直ピピピツ 

でお知らせします。 





運転ランフ 

〈早い点减〉 


おミ由表示 

く点ミ廊> 

ウルトラ 
サイン(ホ） 

〈早い点ミ翩> 

ブザ_ 
〈ピピピツ〉 


•なミ由びな<なって消乂 
した場合は、必す給ミ由 
しでから点乂操作をお 
こなっでください。 

給';由をしないと再運お 
できません。 



給油モち 



なのれお义 
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点乂前の準備と確認 


が平な場所に設置 

水平で安定のよい床の上(こ設置しでくださし、。 


•水平に設置されでいれば、対震自動消乂装置は自動的にじットされます。 

•傾斜した場所や、振動の激しい場所で使巧すると、燃焼不良の原因になります。又、巧震 
自動消乂装置が正しく作動しません。 





巧漏れの巧認 

置台-給';由タンクに、ミ由漏れ' ミ由たまりや';由のにじみびないか確認しでください。 


■ミ由漏れのとさは、使用を中止し、給ミ由タンクを取り出しでからお買い巧めの販売店にごす目 
談< ださい。 



電源の接続 


電源プラヴをコン它ントじ巧の根元まで確実に差しこんでくださし、。 


電源 プラヴ•コードの発熱•発义を防ぐために… 

• 電源は、必ず適正配線された単相1 00 V のコン它ントを使田しでください。 

■電源コードは、途中で接続したり延長コードの使巧'他の電気器具とのタコ足配線をしな 
いでください。 

■電源プラヴの巧き差しは、必すプラグを持っておこなっでください。 

■ほこりなどのな着びないか、ときどき点検-掃除をしでください。 



ノ 


高地補正 

標高が 500 m を超える場所では、酸素不足により黄义燃焼(ホ乂）になる場合びありますので高地捕正 
をしで < ださい。 

注意 I 標高1,500 m を超える高地では使用しないでください。一酸化炭素中毒の原因になります。 


標高已〇〇〜1 ,000 m 



<標高び 500 m な上の主な都巿> 

長野県一松本巿、岡谷巿、飯旧巿、諷訪巿、ル諸巿、 
伊那巿、化夕巿、大の巿、を野巿、塩尻市、駒ヶ根巿 
山裝県一富±吉田巿 
岐章県一高山巿 
栃木県一曰巧巿など 



♦ウルトラサインのちにある高地の琶スイッチをつまよラじなどの細 
い棒状のもので1回押します。表示部に「5日日」心と表示され 
ると設定完3です。（「5日日 J の表示は、3秒間で消'えます。） 


標高1，000〜1,已〇 Om 




♦ウルトラサインのろにある畐地切替スイツチをつまよラじなどの細 
し、 棒状のちので2回巧します。表示部に「(日0日 J と表示され 

ると設定完3です。（「(日日日 J の表示は、3秒間で消えます。） 


もとに戻す場合睛地補正の解除または已 OOmlU 下での使用) 


♦もとに戻す場合(高地巧正の閣除または 500 mU (下での使巧)は、畐地切曽スイッチを2回、または1回巧しでください。 

•表示部に「日 J と表示され、表示び消えると、高地巧正の解除は完3です。（「日 J の表示は、3秒間でミ肖えます。） 

\_ y 































































































宜使用方法 


点乂 


運輯 キーを 巧す 



設定温度室の温度;!缀 


〈予熱中: 


〈運転巧:点な〉 


運転 


ULTRA 


〈ウルトラサイン:点灯〉 


♦運転ランプび点滅します。 

♦ウルトラサインび点なします。 

参デジタル表示部に「設定温度」と「室内温度 J び表示されます。 

参予熱び完3すると自動点义し、運転ランプび点なじ変わり運転を開始します。 


•着义時、放電音と同時に着义音を発しますび、巽常ではありません。 

•点义操作から放電（着义）まで、室温により多か変化しますび、約2分30砂のを熱時間びかかります。 

(ほ温時（己でな下）は、予熱時間び通常より約1分程度長くなります。） 

•点义時や消义時には、白煙や真いびでますび異常ではありません。 

(暮いときの点乂時には、燃焼ガス中の水壽気び白く見えるため、通常より多めの白煙び出ます。） 


炎のげ態の確認 


•着乂しましたら、燃焼確認窓から燃焼が態を確認しでください。 


■出荷時に燃焼が態を調節しでありまず。巧 一、 燃焼が態が不適正の場含は、お買い求めの販 
売店にごす目談ください。 



【 ） 正常燃焼 


X U フト燃焼 

X 黄义燃焼 

青い炎の中に少し黄色い炎び'混じ 


炎び飛んだり淳いたりし、音や臭 

黄色い炎び連続しでを周に化でい 

つでいる。 


いび化で、立消えすることびある。 

^) 。 

いくーナが/ホ熱することがあります、 
、が異常ではありません。 I 

、 C - 

Wlllllllll 一 



Sis 






■ネ刀めでのご使用-シーズン初めの初使巧時には . 

•給油タンクをじ、ソトしでから、4〜5分位待つで点乂操作をしでくださし、。 

♦防請ミ由や璧料などび焼けるため、煙や臭いがでます。しばらくの間、換気をしなびらご使巧ください。 

•送油経路の空気だまりなど(こより、1回で着乂しないことびあります。点乂操作を2〜3回くりかえしでください。 

•着乂時、送油経路への空気の混入により、煙や臭いが発ちし、一時的に炎が大きくなることがありますので、温風吹出□に顔 
を近ブけたり物を置いたりしないでください。 

•予熱時間が通常よりかし長くなることがあります。 
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消义 



参消乂し、運転ランプ及びウルトラサインび消'口します。 


運輯キーを 巧す 


• 消义操1 乍を、約3秒をに燃焼を停止します。 

• 消义を、本体内部がちがするまで送風フアンび回ります。送風び止まるまで電源プラグを巧かないでください。 
• 消'义操た後は、义び;'肖えでいることを確かめでください。 

•消义時、電磁ポンプの制御音（ヒューンといラよラな音）ヴします。（ニオイカットメカの動た音です） 


■ニオイカットメカとは… 

電子制御電磁ポンプで、臭いの原因となつでいたノズル先端に残った灯ミ由を吸引し、消义時の臭いの元となるな';由を残しません。 


♦鬻急時]^列に、フアンヒーターに強い衝撃をちえたり、電源プラヴを巧いでの消乂はしないでください。 
♦消义直後に再点义すると、着义音びをみ大きくなります。 

♦むやみに点乂、消义をくりかえすと、臭いの原因になります。 

♦ち却田の送風フアンび回らすに消义した場合（電源プラグを巧いでの消乂、停電、過熱防止装置の作動) 
は、本化上部や温風空気取入□び熱くなり、やけどのおそれびあります。 


消しちれ消义装置 


巧一の消し忘れを防止するため、点乂操作後3時間で自動ミ肖义し、ブザーと〇トト表示の点灯でお知らせします。 


点义操作 




消义 15 巧前 

表示部- ‘oF »5 * 〈点滅〉—^ ♦ 



ブザー 


<遅い点;威〉 
((【■)》(ピーピーピ 


消义 10 分前 

、' ! ' 

' oF の…〈，新威〉 ■ 


(((•かビ-ピピ-> 


消义 3 分前 

\ I '' 

- or 03 - く点;威〉 

<早い点滅> 

(((•))) (ビピーピ ー) 
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室温の調節 



参温度キーを押しで希望の温度に合わせでください。 

巧すごとに1ですつ変わり、押し続けると連続しで変わります。 

♦デジタル表示部の設定温度を見ながら t ットしでください。 （12 で〜30でまで它ットできます。） 

参一度 t ットすると電源プラヴを巧いたり、厚電などびないかぎり設定温度は記憶されます。 

•ネリ期設定温度は22でです。 

•ルームサーモ它ンサーにより、設定温度に応じで自動的に义力調節をおこないます。 

•ルームサーモ t ンサーはファンヒーター同辺の温度を感知しでいますので、お部屋の温度計とは数値び一致しないことびあります。 
•フアンヒーターに直射曰化やすきま風びあたつでいたり、化の光熱器具の影響を受けでいる場合には、ルームサーモじンサーび 
正おにた動しません。 


秒速点乂 


点义時間を短縮させる機能です。 

あらかじめ砂を点义を它ツトしでおくと、運転キーを押しですぐに点义でさます。 


秒速点义キーを巧す 

•秒速点乂ランプび点灯します。 

•秒速点义ランプを点灯しでおきますと、点乂 
操作を約己秒で点义します。 

•秒速点义を聞除するとさは、ちラー度秒を点 
义キーを押しで、秒速点义ランプを消なしで 
ください。 

• あらかじめ秒速点义ランプを2分30秒な上点なしでおかないと、砂を点义しません。 

•秒を点义は1別き間たつと自動的に辭除されます。 

♦運転キーを巧し、運転を始めますと自動のに砂ま点义は解除されます。 

•秒を点义ランプび点なしでいるとさは、運転停止中のみ約1日 0 W の;'肖費電力びかかります。 

•タイマー運転にすると砂速点义は自動的に解除され、速秒点义キーを巧しでち秒速点义ランプは点なしません。 

• 消乂直後に再点乂した場合、再点乂に5砂な上かかることびあります。 

• ほ温時は点乂時間び延びることびあります。_ 

•秒速点义ランプか’点なしでいるときは、運転停止中でち本体上部や温風空気取入□が’熱くなり、やけど 
一 のおそれびありますます。 



チヤイ J レド□ック 


お子様のいたすら操たを防止します。 

お子様などじよるいたすら操たの防止や、誤って運転キーを巧しでち点义しないよラにしたいときに使巧します。 


チャイルドロックキーを3回巧す 


タイマー表示切換 


設定温度室の温度ち i 



高/分 


入/巧 



( c =))( 延長) 


旧/時 


>チャイルド□ックキーを3秒じ(内に3回巧しでください。 

運車ち中または停止中でちチャイルド□ックできます。 

>表示部に—♦と表示されるとじット完3です。 

>チャイルド□ツクの聞除は、再度チャイルド□ツクキーを3砂 U (内に3回巧しでください。 


チャイルド□ツク表示 



•運転中にチャイルド□ックを t ットすると、 t ット中は運転停止（ミ肖义）操作外は受け付けません 。X 
•停止中にチャイルド□ックをじットすると、亡ット中は すべでの 操作を受け付けません 。X 
※： 但し秒を点义の瞄おとチャイルド□ック の 瞄お操巧は受け巧けます。 

• 3 時間自動消'义時及びタイマー運起じよる自動消义時にチャイルド□ックを稱除する場合、運転キーを1回巧しで 「of F ] 
表示を醉除しでからおこなつでください 。 []oF F I 表示を解除しないと、チャイルド□ックの解除はできません。 
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現在時刻の合わせかた 


1.時計含せ表巧にする 



>表示切換キーを巧しで、デジタル表示部を時計合せ表 
示にしでください。 

>ホ t ットの場合、巧お表示は午を12:00となります。 


時計合せ 


2.時刻をさわせる 


ii 

夕 

づ W ルドロック秒速を义 


設定湿度室の温度 i 


青/巧 入/の 


錢 

長') 



[例]午前 S 時30分に時刻を它ット 



参時刻合せキー（時）‘（分）を押しで、デジタル表示部 
の時刻を合わせでください。 

参キーを押しつづけると、表示は連続しで変わります。 

•時刻を合わせるときは、午前、午後をまちびえないよラを 
意しでください。 

• 己视間操たびないとき、デジタル表示は自動的に元の表示 
にもどります。 


タイマー運転 

參々イマー I 寸点ゾ'丐巧スす 

它ットした時刻になると運転を開始し、設定温度になるよラ乂力調節をします。 

参点乂後1時間運転すると、自動的に消乂します。 

安全にご使巧いただくため、点义後1時間で自動消义し、ブザーと表示の点灯でお知らせします。 
(タイ7— ランプは点の） 


タイマー運転のしかた 


1.タイ7—させ表示にする 



♦表示の換キーを押しで、デジタル表示部をタイマー合 
せ表示にしでくださし、。 

♦現在時刻の合わせかたと同様にしで希望のタイマー時 
刻に合わせでください。 

•タイ7— 時刻は、1度じットすれば電源プラヴびなかれる 
まで記憶されます。 

■ホ t ットの場合、初期表示は午前5:00となります。 

• 5秒間操1乍びないとき、デジタル表示は自動のに元の表示 
にもどります。 


2.タイマー運転キーを巧す 

タイマー運転キーを押すと運転び厚止し、設定の時刻になると運転を開始します。 

♦運転か、または運転キーを押したを、タイマー運転キー 
を押しで < ださし、。 

参タイマーランプび点口し、デジタル表示部は時刻表示 
に切りかわります。 

♦タイマー運転を解除したいときは、運転キーを押しで 
ください。タイマーランプか'消なします。 

♦ちわせた時刻になると、自動的に運転を開始します。 
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タイマー運転について 


タイ7—で運拓を開始した場さは、点义を1時間で自動消义します 


タイ7 — 運拓か 

■0 

運拓ランプ 

〈消な〉 

姐師惊 a 咖{か8 

、ウルトラサイン 

j 〈消灯〉 

タイ 7 -ランプ 

〈点な〉 

乂 : 

© 


• 自動消乂の15分前より 
ます。 （7 ページ参照） 


白動点义 



] 表示とウルトラサインの点滅及びブザーで;'肖义ホ告され 


白動お义 


運転ランプ 

'が 

〈消な〉 

叫咖或& roofim 

ー ウルトラサイン 

«_ 

J 〈消灯〉 


タイ7—ランプ 

物 

〈点灯〉 

I oFF 

了ジタル表术 

〈点な〉 

(((•り) 

ブ ザー 


〈ピー.ピー.ピー〉 


続けで運乾したいとぎは… 

1.タイ7—運起キーを押し、タイ7—運起を解除する 2.延長時間它レクトキーを巧す （13 ページ参照) 



•タイマー運転は、特に固囲に可燃物びないことを確認しでください。 

•タイ7-它ツト時刻をお認するときは、表示の換キーを巧しで、デジタル表示部をタイ 7- 時刻表示に 
しでください。 

•未它ツトの場合や電源プラヴをコン它ントから抜いたとき、停電を再通電したときは、タイマー運転は 
しません。 

再度、現を時刻合わせ-タイ7—時刻合わせをおこなってください。 


ウルトラサインの消な 


ウルトラサインを消なさせたいときに使用します。 



〈ウルトラサイン:点滅〉 


温度 キーの©キーと© キーを同時に巧す 


•停止中に温度キーの©キーと0キーを同時に已物間巧しでください。 

• 2 回（ピピッ）の操作音とウルトラサイン（緑）び2回点滅しで、ウルトラサインの消なモードびじットされます。 
•ウルトラサインの消なモードを隅除し、点灯モードにするときは、停止中にちラー度温度キーの@キーと©キーを 
同時に5砂間押しでください。 

•1 回（ピツ）の操が冒とウルトラサイン（緑）び1回点滅しで、ウルトラサインの消なモードび解除され点なモード 
にのりかわります。 



• ウルトラサインの消なモードでは、自動消义とおミ由予告をブザー音でお知らせします。 

•消义をの本体;ちが中、タイマー運転か、砂速点义の它ット中、チャイルド□ックのじット中は、ウルトラサインの消灯モードの 
わ、、，卜.辭陈(寸でま丰かん 

♦電源プラグをコンじントから扳いたとき、停電穫再通電したときは、ウルトラサインの消'なモードは解陳されます。 


16 













































































因日常の点巧•手入れ 

点検•ま入れは、消义をフアンヒーターび十分巧えでから、必ず電源プラグをコン它ントから巧いで 
おこなつでください。 


燃焼部の分解、電気部品の分解や巿販品との交換は絶対にしないでください。 

•フアンヒーターおよびその周のは、いつもきれいに掃除しでおいでください。 

•故障' 破損したちのは使田しないでください。 


使用ごと 



週に一回 m 上 


エアーフィルタの掃除 


ミち意1 エアーフイルタび、ごみやほこりで目ブまりすると燃焼不 
良の原因になります。 

♦エアーフイルタをはすしで、掃除機又は、ブラシできれいに掃除し 
でください。 

■水ないをしたときは、よく乾燥させでから取り巧けでく 
ド声,、 

•エアーフイルタをはずしたままで使届しないでください。 
(はすしたままでご使届されますと、ごみ-ほこりなど 
か’送風経路に侵入し、異常燃焼の原因になります。） 



温風空気取入口の掃除 


背面の温風空気取入□に綿ごみなどび付着すると風量び減みし、本体内部の温度 
び上昇しで過熱防止装置びが動することびあります。 


掃除機又は、ブラシできれいに掃除しでください。 


♦掃除機. 


>ルームサーモ它ンサーをむやみに曲げたり、ひっぱったりしないで 
<ださい。 


>温風空気取入□の掃除をしでち [ EB 表示が繰返し表示されるとき 


は、羽根や内部にごみやほこりびぞく付着しでいるときえられます。 
お買いホめの販売店又は、修巧資格着[(お)曰本扫ミ由燃焼機器保守協 
含でおこなラ技術管 S 講習ミ修了者(扫ミ由機器技術管巧±)など]のい 
る店などに点検の頼されることをおすすめします。 



ノ 


温風吹出□の掃除 


温風吹出 □ に巧着したほこりなどび焼けたり、白く変色することがあります。 

♦本体や温風吹化□のちれは、本体び;ちえでから、しめらせたやわらかい巧でふ 
き取ってください。しつこい';ちれは中性洗剤を使用し、十分からぶきしでくだ 
さし、。 


■温風の化□はホー□-仕上げですので強い力をリ日えないでください。 
をおしたり、ホー□-びはびれたりしで掃除の際にけびをするおそ 
れびあります。 


= r ム手袋 
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月に 1 回於上 


対震自動消义装置の点検 


>燃焼中に本体をゆすり、巧震自動消义装置びた動しで消义するか確認しでください。 
イ乍動するとデジタル表示部に E 3 を表示します。 


シーズンに1回じ1上 


オイルフィルタ • 固定タンクの掃除 


オイルフィルタや固定タンクに水やごみび'た 
まると、給ミ由タンクじなミ由び入つでいでも…’ 


点义しない- \ En\-\EE 

炎びリフトし、臭いびする 

点义しでち途中消义する- [fVI 

給';由表示が'点滅し、運転しない 


1.オイルフイルタを取り出す 



固定タンクからオイ 
ルフイルタを取り出 
しでください。 



•オイルフイルタのかの水や 
ごみを取つでからきれいな 
巧ミ由で洗ってください。 
•ごみび取れにくい場合は、 
歯ブラシなどを使ラと便利 
です。 


3•ごみや化を巧く 



>固定タンク巧にたまっているごみ 
や水を巿販の給;由ポンプなどで巧 
し、でくださし、。 

»固定タンクの底じたまったごみや水- 
なミ由をふき取った場合は、 ティッシュ 
などを固定タンクのかに巧さないでく 
ださい。巧した場さ、故障や異常燃焼 
の原因になることびあります。 


4•オイルフイルタを它ツトする 

•オイルフィルタをちとどおりに忆ット 
しでくださし、。 


百定期点検 


長巧間ご使用になりますと、器具の点巧び必要です。 

• 2 巧に1回程度、シーズン終了後などにお買い求めの販売店又は、修理資格者〔(財）曰本石ミ由燃烧機器保守協ミ 
订 EL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習含修3者 （5 ミを機器技術管理±)など〕のいる店などに点検依頼 
されることをおすすめします。 


愛情点検 

I 長年ご使用の石油フアンヒーターの点検をぜひ！ I 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

参';をもれびする。 

参強いにおいびする。 

♦運転中に異常な音び'する。 

♦その他の異常や故障びある。 


•こぼれたな;由はよくふき取つでくださし、。 


•オイルフィルタを取り出すとき、かやごみを固定夕 
ンクに落とさないよラ注意しでくださし、。 


•つ ィルタ部を破損させないよラ注意しでください。 

• フィルタ部に水び巧着した場合は、十分に乾燥させでください。 


•巧震自動消乂装置は絶巧に分解しないで<ださい。 


ご使用中止 

故障や事故の防止のため必す 
販売店じご連給ください。 
点検-修理についでのご費届 
など詳しいことは販売店にご 
中目談ください。 


•水洗いは絶対にしないでください。化で洗ラとな'油か’垣過しなくなります。 

•オイルフィルタ及び固定タンクの掃除をおこなつでも、点乂しない-あびリフトし臭いびする-途中で 
消'乂する場合は、お買い巧めの販売店に修理を依頼しでください。 


点巧•その他 
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«遗か失乂したとさ 
«点乂 S スをしたと青 
♦異常燃焼をしたとき 
♦不良な油を使巧したと苦 
♦送巧経路に水または、ごみがたまつでし、 
ると言 

• エアーフイルタの目ブまり(こよる燃焼巧 
空気不足のとき 

* シリコーン配合の商品を使用したとき 


[不完を燃焼防止装置の作動] 



[点乂まを装置のが動] 

[燃焼制御装置の作動] 



•停電したと苦 
• 電源プラグび拖けたとき 

•通電後、点乂操作をしでください。 

• 電源プラヴを確認しでください。 

阮 •! - 


• 過熱防止装置//作動した場□はな具 がの 
却しでから、点乂操作をしでください。 

(作動時）（停電時） C 復帰時） 

[停電安全装置の作動] 

ES - EH 

• 温風空気取入□びほこりでつまっている 
とき 

• 温風吹化□びふさがれでいるとき 
• 温風吹出□の前面に障害物などがあるとき 

[過熱防止装置の作動] 

•本体が;ちえでから、温風空気取入□や温 
風吹出□の点検-清掃、周囲の確認をし 
た接、点乂操作をしでください。 

(17 ぺーツ参吗） 

•処置穫ち繰返し表示するときは、使巧を 
中止し、お買い求めの販売店にご相談く 
ださし、。 


•巧一の消し忘れを防止するため、点乂操 

• 点义操 1 乍をしで < ださい。 

off 

作禮3時間で自動消乂します。 

[消し忘れ消乂装置の作動] 

(12 ページを照） 

因•國•國 

• 電気系統の故障です。 

• お買いずめの販売店にご相談ください。 

[11 •励 E 只 


J 


• 日常の点検-手入れ（17’18ページ参照) 
をしでから点乂操作をしでください。 

• 良質のロミ由を使用しでください。 

♦送ミ由経路の水扳さ、オイルフィルタの掃 
陈をしでください。 

• エアーつィルタを掃除しでから点乂操作 
をしでくださし、。 

♦シリコーン配含の商品を使巧すると、点 
乂しない、遗中消乂する原因になります。 
お買い求めの販売店にごす目談くださし、。 



回な障 • 異常の見分け方と処置方法 

安全装置び作動しで自動消乂し、デジタル表示部に f 表示でお知らせします。 

運転キーを押し（表示は消えます）、処置をしでください。処置をち f 表示するとさは、お買い求めの販売店にご相談く 
ださい。 

(修理を依頼されるときは、 f 表示値をお知らせください。） 


表示 


E [ 


原因[安全装置] 

強い地震や振動、衝撃を受けたとさ 
本体を傾けたとさ 


け3震自動消义装置の作動] 


処置方法 

水平で安定した場所で使巧しでください。 
地震によってた動した場さは、周囲の巧 
燃物、本体の損信、ななのあふれなど異 
常びなレことを確認したを、点义操1 乍を 
しでください。 

(1 乍動後は自動的に t ットされます。） 


一類ど 
^アな 
^ク剤 
v し 
作へ33 
へ用や 
t 毛つ 

麻なゃ 
がス具 
合-家 

进れ す。 

-トロ8ま 

n ン fi り 

リメ 化あ 
.シトのび 
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♦具台の悪いときは、巧の表ち参考にしで点検-処置をしでください。 

♦処置方まにより処置しでち良くならないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 


現 象 

原 因 \ 

点 

乂 

し 

な 

し^ 

白 

煙 

び 

化 

で 

す 

ぐ 

と 

ま 

る 

使 

用 

中 

室 

巧 

び 

臭 

ラ 

使 

巧 

中 

消 

乂 

す 

る 

ホ 

乂 

で 

燃 

を 

る 

炎 

び 

1」 

フ 

卜 

す 

る 

ミを 

漏 

れ 

び 

す 

る 

f 表示 

N 

処置ち法 

EIJ 

E 3 

EH 

E 弓 

び 

EH 

ER 

電源プラグびコンじントに差しこまれでいない 

• 












コンじントに確実に差しこむ 

停電をである 

• 












通電されるまで待つ 

が震白動消义装置び作動した 




参 





♦ 




再点义操作をずる。安定した場所で使巧する 

給ミ由タンクに巧ミ由びない 

参 












給ミ由ずる 

給ミ由□げしっかりしまっでいない 







♦ 






給ミを□をしっかりしめる 

不良なミ由を使巧しでいる 

参 

参 

参 

• 


• 


• 





良質のな油を使巧する 

送油経路に水または、ごみびたまっている 

参 

参 


• 


♦ 


♦ 





送油経路の水振さ、オイルフィルタの掃除 
をする 

給油タンクの装着び悪い 

• 



参 









固定タンクに正しく装着する 

オイルフィルタび取り付けられでない 

• 



♦ 









固定タンクに正しく装着する 

送油経路接続部びゆるんでいる 



参 

参 


• 

♦ 






販売店に假理を依頼する 

エアーつィルタび目ブまりしでいる 








♦ 





エアーフィルタを掃陈する 

過熱防止装置びた動した 

温風吹化□びふさび 
れでいる 



♦ 

• 






• 

参 


障害物を取り除く 

温風空気取入□びほ 
こりでつまつでし、る 



• 

♦ 






• 

♦ 


温風空気取入□を掃除する 

室温異萬上昇防止装置び作動した 




• 








♦ 

窓をあけ、部屋の換気をする 

消し忘れ消义装置び作動した 




• 









再点乂操作をする 

、チャイルド□ックびじットされでいる 

♦ 












チャイルド□ックを辭陈する ^ 


巧のよラな現まは巧障ではありません。 

参修理を依頼される前にもラー度お確かめください。 


^ 現 象 

説 明 ' 

点 

乂 

時 

消 

乂 

時 

ネ刀めで使巧するとき、煙や臭いびでる。 

耐熱違料やほこりび焼けるためでず。しばらく窓をあけで換気をしでくだ 
さい。 

初)めで使巧ずるときや、シーズン初]めの初使 
巧時に1回で着乂しない。 

固定タンクに口油がみたされるまで4〜5分位待って点乂操作をしでくだ 
さい。 

送;'由経路の空気だまりなどにより、]回で着乂しないことびあります。 

2〜3回点乂操作をくりかえしでください。 

点义時や消义時に白煙や臭いび出る。 

点义時や消义時のをかの白煙や臭いは異常ではありません。 

燃焼開始時や消乂後に「ピチ-ピチ」音か‘する。 

器具本体び熱により膨張、収縮するためです。 

燃 

焼 

時 

おか’オレンジ色に輝く。 

下記のよラな場含炎がオレンジ色に輝くことがありますが異常ではありま 
せん。 

•海岸に近い所など空気中に塩分が多い揚含 
•空気中にほこりや水分が多い場含 
• 超音肢如湿器を使巧しでいる場含 

使届中にとさどさ「ポコ-ポコ J 音か'する。 

給油タンクから固定タンクのちじ口油が流出するとさの音で異萬ではありま 
せん。 

使南中1こときどき「コト•コト」音がする。 

電磁ポンプの動いでいる音で異常ではありません。 

使用中にと妄どき「シュッ，シュ、ソ」音か‘する。 

灯ミ由び気化するときの音で異常ではありません。 

そ 

の 

い巧 

温風吹出□びちれる。 

「日常の点検•手入れ」 （17 ページ）にしたがい掃除をしでください。 

J 


点な•その他 


20 


















































回部品交換のしかた 

部品交換のとさのま意 

@9不完をな修理、調整はち険ですので、部品の交換、調整び必要な場合には、お買い求めの販売店又は、修理資格者 
〔(な）曰本6ミ由燃焼機器な守協含でおこなラ技術管理講習含修了着(石な機器技術管理±)など〕のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は コロナ純正部品 とご指定 <ださい。 

消耗•劣化しやすい部品（交換び/ぶ要な部品） 


( ■巧に消耗-努化しやすい部品 

■長期間の使巧により 

■変質な巧-不純灯油の使用により 1 

(高温乂炎かで使用される部品） 

消耗-劣化しやすい部品 


奠化しやすい部品 

•点义プラヴ 

•パーナヘッド 

•オイルフィルタ 

•炎検知器（フレーム□、ソド） 

•炎検知器(フレーム□ッド） 

•パーナヘッドリンク' 

•ポンプフィルタ 

•気化筒 ♦電磁ポンプ J 



f 呆管（長期巧な用しない場合) 


おしまいになるときは、電源プラヴをコン它ントから抜き、巧の要領でお手入れしでから保管しでください。 


1.な巧を巧ぎ取る 

参給';由タンクと固定タンク内の口;由を抜き取ってください。 
(18 ページ参照） 


W 漁 •化、ごみなどを残したまま保管すると、さびや巧あ 
きの原因になります。 

•巧';由を巧かないと、保管時にこぼれたり、にじみ出 
たりしで危険です。 


おミ由ポンプ 



2.掃除をする 

♦オイルフィルタの掃除をする。 （18 ページ参照） 

♦エアーフィルタ-温風空気取入□の掃除をしでください。 

(17 ぺーバ参腔） 

掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

♦温風吹出 □. 本体の掃除をしでください。 （17 ページ参照） 
しめらせた巧で;'ちれを落としでから、からぶきしでください。 



3.保管する 

•宮装箱に入れで、湿気のない場所に水平にな管しでください。 
取扱説巧書ち大のにな管しでください。 


•逆さにしたり、傾けたり、横倒しの状態では絶対に 
な管しないでくださし、。 

巧けきれなかったなミ由びちれで义災のおそれびあり 
ます。 



ノ 
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团仕様 


型 

式 

の 


呼 

び 

FH - M 258 Y 

種 






類 

気化す-強制通気お-強制な流お 

点 


义 


ち 


す 

高圧放電点义 

使 


巧 


燃 


料 

なミを US 1 号なミ由） 

燃 

料 

消1 


量 

最 

大 

0.243 L/h 


最 

か 

0.064 L/h 

暖 

房 

出 


力 

最 

大 

2.50 kW 


最 

ル 

0.66 kW 

騒 




音（正面） 

33 dB (最大臟焼時） 

21 d 巨（最小燃焼時） 

ミ由 

夕 

ン 


ク 

客 

量 

3.6 L 

燃 

焼 

継 


続 

時 

間 

14.8 時間（最大燃烧時） 

標 


逸. 


適 


室 

木 造11.5が(7置)まで 

コンクリート 1日が (9 置)まで 

が 


お 


寸 


ま 

高さ 390 mm 

幅 312 mm 奥行 307 mm (置おを含む） 

質 量 

7.9 kg 

電 

源電圧 

及 

び 

周波 

数 

100 V 50/60 HZ 

定 

格 

消 


費 

電 

力 

点乂時最大目00 /600 W 
臟焼時 15/1己 W 

待 

磯 

時 

消 

費 

南 

巧 

力 

0.9 W 

電 

流 

ヒ 


n . 

- 

ズ 

管おヒューズ 10 A 

安 


全 


装 


置 

対震有動消乂装置 
停電安全装置 

過熱防止装置点乂安全装置燃焼制御装置 
不完全燃焼防止装置消し忘れ消乂装置 


旧アフターサービス 


保証について 


•このコ□ナ石;由フアンヒーターには保証書か'ついでいます。 

「お買いあげ曰•販売店名 j などの記入をお®かめのラえ、販売店からお受けとりになり、大切に保管しでください。 
•保罰期間はお買いあげいただいた曰から1年間です。 

•巧のよラな原因による故障および事故につきましでは、保証の巧象になりませんのでま意しでください。 

• 変質ななや不純な';由など、またな巧しツ外の燃料使届による故障や事故。 

• 誤った使用ちまによる故障や事故。 

• シリコーンび原因の修巧。シリコーン配合の商品を使用したとき。 

V _/ 


f 度理を依頼されるとさ 


♦本書の「故障•異萬の見分け方と処置方法 J (19’20ページ）の頂にしたびって調べでち良くならないときは、 
お買いホめの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

参ご連絡いたださたい内容は巧の通りです。 

こ^尋の呼び I ィ呆証書をごらんください。 

•お買いあげ曰 

•故障状況（でぎるだけ具体的にご連絡ください。） 

• ご住所-ご氏各-お電話塞号 
参修理に際しでは、保証書をご提示ください。 

な証期間中であればな証書の規定じしたびって無料修理させでいただきます。 

♦ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かおおくのコ□ナお客様ご相談窓□にお問い合わせく 
-ださい。_ J 

■保証期間び過ざているときは 

♦お買い巧めの販売店にご相談ください。修理によって使用でさる賀品についではお客すまのご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

参石巧ファンヒーターの巧修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造巧ちのりを6年です。 

■修理に出されるとさは 

参輸送時や運搬時に給ミ由タンク-固定タンク巧にロミ由び残ったままですと、傾きや振動でな;由びこぼれることびありますので、 
必す巧き取ってください。 
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